
 
　事業者がつくる住宅を「買う」のではなく、居住者が協同
して自ら「建てる」住宅で、40年の歴史と8千戸もの実績が
あります。1970年代後半から80年代にかけての第一次ブー
ムの後、しばらくは低調でしたが2000年頃から再び増加し、
2003年には年間に700戸近く竣工するなど第二次ブームと
なっています。 
 
 
　できてしまえばマンションと同じ区分所有建物ですが、プロ
ジェクト当たりの戸数は平均17.3戸と小規模なことが特徴で
す。取得費用はコーディネータ経費を入れても同立地の分
譲マンションより10～20％安いといわれ、費用の余裕とオー
ナー発注という特性から、高い住宅性能や自由設計の独特
な住空間も目立ちます。入居者が竣工前から協力態勢をも
つため管理運営時のコミュニティも良好といわれています。 
 

 
　原点は取得者による手作り事業ですが、90年代後半、組
織で取り組む企業が登場。土地、企画、事業運営のサポー
トがあり、応募する形で参加できる負担の少ないタイプが主
流になってきました。コーディネート業務は、分譲マンション
のデベロッパーの役割に似ていますが、土地取得や建物発
注はあくまで建設組合が行い、企業は支援誘導にとどまるこ
とが異なります。 
 
 
　コーポラティブ住宅は、ニッチな市場ながら根強い人気が
あり、安定性や信用力を伴えば潜在需要は小さくなさそうです。
与信や資金調達などの弱点に第三者のビジネス機会が考え
られます。けして消極的な選択ではない建築計画は、エンド
ユーザの潜在需要を形にしたものであり、分譲マンションの
商品企画に影響を及ぼす可能性もあります。 

　9月28日に竣工した「霞が関コモンゲート」は、中央官庁では初
めてのＰＦＩ方式による建替えと再開発事業の複合プロジェクトです。
中央官庁街と虎ノ門・新橋エリアの民間業務・商業エリアが接す
るという立地条件を生かし、両エリアからの人や文化の流れを融
合し、いきいきとした魅力あるまちづくりをめざしています。 

　主に国の施設の東館（33階建）、官民共同ビルの西館（38
階建）という2棟の超高層ビル、旧文部省保存庁舎、商業棟「ア
ネックス」の4棟が、緑豊かな広場を囲み、憩いの空間を創出し
ています。土日にも人が集まる人気スポットになるか、注目のエリ
アです。 

　大阪の繁華街は「キタ」と「ミナミ」の2つの地区に代表されま
すが、キタを代表する梅田の街が施設開発、機能集積によって
着実に変化しているのに対し、ミナミの中でも、中心繁華街とな
る「なんば」は遊興の場所として新しい施設ができてはつぶれを繰
り返し、住む場所・生活の場所である上本町や天王寺・あべのの
変化はとてもゆっくりしていました。ところが、最近、なんばパーク

スⅡ期やなんばマルイの開業といったターミナル周辺の動きとと
もに、上本町や天王寺・あべのの開発など幾つかの変化が始ま
っており、ミナミ復権の新展開を迎えています。 
　東京に比べ進み方が遅く、爆発的なブレイクがありませんが、
ミナミの変化は、「歴史文化」「生活」といったオリジナリティを残
した街の進化を実現させるもうひとつの道を提示してくれます。 

　2005年に「中期運営基本戦略」をとりまとめ29項目の施策を
順次実施推進している（社）高層住宅管理業協会では、2007年12
月から会員を対象にしたモニタリング制度を創設することになりま
した。「マンション管理の適正化の推進に関する法律」の施行後
6年がたった今日でも、法令が遵守されていないケースがみられ、

法令遵守を徹底するために創設されました。 
　モニタリング制度では、登録通知書の提出によって確認調査
を行う「書面審査」と、法令の遵守状況を確認するための「立入
調査」を行うとしており、法令遵守の意識を徹底させ、業界全体
のレベルアップを目指しています。 
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